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【アルコール関連障害の現状と対策】 
飲酒の血液マーカー

高後 裕, 大竹孝明
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と相関しないこと，飲酒に対して異常値を示さな

いノンレスポンダー例が存在するなどの問題もあ

る．また,肥満非アルコール性脂肪肝,原発‘性胆汁

'性肝硬変等による胆汁うっ滞，薬物による上昇も

あるため，これらの病態の鑑別に注意を要する．

最近のメタボリック症候群，糖尿病との関連性に

関する研究から心血管系イベントの予測因子，酸

化ストレスマーカーとしても重要視されている')．

ＭＣＶは貧血の鑑別診断のマーカーであるが，

'慢性の過剰飲酒時にエタノールおよび中間代謝物

アセトアルデヒドによる赤血球膜脂質組成の変化

によって上昇する．断酒後正常化するのに２～４

か月を要する．アルデヒド脱水素酵素(ALDＨ２)の

野生型ホモの群に比べてヘテロ群で有意にＭＣＶ

が増大している．アルコールに関連してＭＣＶ増

大は食道がんの独立した予測因子となってい

る2)．アルコール摂取は脂質代謝に影響するなか

で善玉コレステロールのHDL-Cを上昇させる．

これは肝臓におけるリポ蛋白リパーゼ（LPL）活

性,レシチンーコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ(LCAT)活性元進によるもので，過栄養』性

の脂質代謝異常との鑑別に有用である3)．免疫グ

ロブリン分画の１つであるＩｇＡは消化管，呼吸器

系の粘膜免疫の主役であり，慢性飲酒者で高頻度

に上昇する．

これらのマーカー以外に測定系は確立し，欧米

では広く実施されているが，本邦において保険収

載されていない項目として糖鎖欠損トランスフェ

リン（CDT）がある．そのほかにも最新のプロテ

オーム研究で次々と有用なバイオマーカー候補が

発見されており，今後の研究に期待したい．
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本邦の大量飲酒者は推定４００万人であるが，ア

ルコール依存症としてフォローされているのは

２０万人程度である．ほとんどが依存症状はなく，

臓器障害に対して内科フォローされているにすぎ

ず，十分な節酒・断酒指導がされていない．しか

し，慢性的に過剰飲酒を継続することは肝臓など

の臓器障害，精神障害，脳・神経疾,患，種々臓器

の発がんの原因となる．さらに高血圧，脂質代謝

異常，高尿酸血症などのメタボリック因子のリス

クとなる．したがって，過剰飲酒などの問題飲酒

者を的確に拾い上げ，サーベイランスしていくこ

とが実地医療において重要である．しかし，一方

で常習飲酒家はその飲酒量を正確に申告しないと

いう問題がある.そのため,その客観的な血液マー

カーが重要となっている．

飲酒マーカーにおいても実地医療で使用する場

合は本邦の保険診療上実施可能な検査項目でなけ

れば実際的ではない．γ-グルタミルトランスペプ

チターゼ(γ菖GTP),平均赤血球容積(MCV),免疫グ

ロブリンＡ（IgA)，高比重リポ蛋白コレステロー

ル(HDL-C)は保険診療で実施可能な飲酒関連マー

カーである.γ-GTPはグルタチオン等からγ-グル

タミル基を転移する酵素で,肝,腎,陣小腸に広く

発現している．アルコールは肝細胞小胞体におけ

るγ-GTP酵素の発現を誘導し異常値を示す．ア

ルコール’性肝障害では血清トランスアミナーゼ

(AST，ALT)上昇に先行して上昇することから早

期診断に有用である．日本酒換算１日３合以上を

飲酒している常習飲酒家の５０～70％，５合以上飲

酒の大酒家で９０％が異常値を示す．血清γ-GTP

値の半減期は１０～１４日であることから，断酒後

４週間で前値の４０％以下になり，節酒・断酒状

況の把握に有用である．しかし，肝障害の進展度
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